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詠和歌』の本文は独立行政法人国立公文書館内閣文庫本（函架番号二〇一─三五九）に拠って翻刻し、濁点・句読点を付した。仮名遣いの誤っている箇所は歴史的仮名遣いに改め、右傍カッコ内に元の仮名遣いを示した。底本のままでは意味が通らない場合は 閣文庫本（函架番号二〇一─三四八、 「内閣乙本」と略称）等に拠って校訂を施し、その 傍点を付して もとの形を右傍カッコ内に示した。
・摘句一句とこれに付された光行注および和歌一首を一組として
掲出し、 『新編国歌大観』 第五巻所収 「百詠和歌」 の歌番号に従って、各組の冒頭に番号を振った。














































































































































































　「李嶠百詠」は平安中期から幼学四書の一つとして親しまれたといわれる（太田晶二郎「四部ノ読書」考） 。藤原誠信が天禄元年（九七〇）に七歳で「百詠」を読んだといい（口遊） 、和漢朗詠集の成立よりも早くから幼学書として詠まれたことは疑いない。三十六歌仙の一人斎宮女御の有名な歌「琴のねに峰の松風かよふらしいづれのおよりしらべそめけむ」 、その題に「野宮に斎宮の庚申し侍けるに、松風入夜琴といふ題をよみ侍ける」とあるから、 「百詠」の詩句が和歌の詠題に用いられたことが知ら 。これは貞元元年（九七六） 作だが、同じ「拾遺集」雑上に同じ題で続けて「松風の音に乱るることのねを弾けば子の日の心地こそすれ」 （
452）との歌も見え、正月初子の日に小松を引く遊びや







（八九三）九月、菅原道真の撰と伝えられる新撰万葉集の和歌は、是貞親王家歌合と寛平御時后宮歌合（八八九）の歌を主な資料としているから、 「風入松」の琴曲が歌に詠まれた は遅くとも寛平初年までに遡る。その間、日本の宮廷文壇が勅撰漢詩集から和歌集に移り変わり、更に物語文学へ広がったことは大江千里 「句題和歌」 （寛平六年）を通り過して、 『古今集』や『源氏物語』に跡付けることができる。 （新間一美「 『松風』と『琴』―新撰万葉集から源氏物語へ―」 『王朝文学の本質と変容・散文篇 ）　
現存「百詠」諸本に見るこの句は「松声入夜琴」に作り、 「松風」
の異文は見当たらない。 唐詩 初め「松風」 「松声 を琴曲に結び付けたのは王勃。その「聖泉宴序」に「松風唱い響き、竹露空に薫る」といい、詩に「蘭気山酌に薫り、松声野弦に韻く」と歌う。また詠風詩にも「日落ちて山水静けく、君が為に松声を起つ」とあるから、李嶠 「風」詩も王勃詩を意識していたことは十分に考えられるのである。前掲斎宮女御の歌 詠題をつけは源順。彼もその時歌を詠んで るが、序に題を「松の声夜の琴に入る」としたのに、歌題には「松の 夜の琴 入る」としている。源順は王勃も序 詩で「松風」と「松声 を使 分けていることを知っていたか知らないが、琴曲をかけた「松風」は詩語として日本漢詩文においてもっと遡 。平安初期の勅撰漢詩集通り越して、奈良朝の「懷風藻」 すでに巨勢多益須・春日應詔に 「松風催雅曲、 鴬哢添談論。 （松風雅曲 催し、 鴬哢談論に添ふ） 。藤原史・遊吉野に「翻 玄圃近。對翫入松風 （翻りて知る玄圃の近きことを、 對翫す松に入る風） 」 。田邊史百枝・春苑應詔に「松風韻添詠。梅花薫帶身。 」 （松風 韻詠に添へ、 梅花 薫身に帯ぶ）
といった多くの松風琴曲を詠む漢詩が存した。　「百詠」の伝来は早くて第七回遣唐使帰朝の慶雲元年（七〇四）に想定できるが、現存する最も早い日本の写本は伝嵯峨天皇宸翰本で、時代は下がる。一方、王勃は慶雲四年（七〇七）七月廿六日付で書写の抄本が正倉院に現存しているから、 「詩序集」だけでなく、王勃の詩文の伝来はもっと早かったこと確かである。 「李嶠百詠」以降、李白がこの曲を特に好み、琴讃に「秋風入松、萬古竒絶（秋風松に入りて、萬古竒絶す） 」と称えたが、同時代の王昌齡は聽琴弾 入松贈楊補闕に「商風入我琴 夜竹深有露。絃悲與林寂、清景不可度。 （商風我が琴に入り 夜竹深く露有り。絃悲しく林と與に寂し 清景度る可からず。 ） 」と歌った。白居易も嵩陽觀夜奏霓裳 「迥臨山月聲彌怨 散入松 韻更長（迥か山月に臨みて聲いよいよ怨み、散じて 風に入りて韻べ更に長し） 」と詠んでいる。つまり物悲しい寂しいという 中唐の詩人の風入松 いう琴曲に対する一般的な認識と っても過言ではない。それに対して、日本の漢詩や和歌でむしろこの曲の優雅な趣を前面に出したものが多い点では はり初唐詩わけても百詠の影響であろう。　なお、 斎宮女御の歌の詠題となった詩句が「李嶠百詠」から取っ





























































玉の作品 『文選』巻十三に収載。時の襄王が驕奢であった故、宋玉はこ 賦を作って風諫した いわれる
○心あれや
　「心あり」

















楼台の一段高く構えた板敷のところ。蓆などを敷いて人の寝所とするところは普通「床（とこ） 」といい、長く使わな と塵が積もることから ひとよとてよがれし床（とこ）のさむしろにやがても塵のつもりぬるかな （千載・恋・
880・讃岐）というふうに



























宮殿を吹き回る風について、 「倘佯中庭、北上玉堂、躋於羅帷、經於洞房、廼得為大王之風也（中庭を倘佯し、北のかた に上り、羅帷に躋れ 洞房に經てすなはち大王の風となり得るなり） 」と描く。初唐の類書『北堂書鈔』でも「北上玉堂」を風の典型表現とする。 「ゆか風」 は正しく玉堂を吹き回る を表す表現であった。「堂」と「ゆか」の相関関係を思わせる和歌はもう一つ挙げると、花山院の御製歌「秋ふ くなりにけらしなきりぎりすゆか 辺に声きこゆなり」 （千載・秋・
332） 。 『詩経・唐風』蟋蟀に「蟋蟀






























































もちの木も常緑喬木のた 「萬年樹」といわれ （余考参照） 。謝玄暉・直中書省に「風動萬年枝、日華承露掌（風は萬年の枝を動かし、日は承露の掌 華やかなり 李善注に「晉
閣銘曰、













































　『詩経・唐風』山有樞に「山有栲、隰有杻（山に拷あり、隰に杻あり） 」 。疏に「杻、檍也。葉似杏而尖、白色、皮正赤。為木多曲少直、枝葉茂好 二月中、葉疏華如
而細、蘂正白蓋樹、今官
園種之、正名曰萬歳。 （杻、檍なり。葉は杏に似て尖り、白色にして皮正に赤し。木たるは曲多く直少し 枝 茂好なり。二月中に葉疏らにして華練の如く細かく、蘂正に白く樹を蓋う。今官園








































































持ちにまで及ん いる。これは「晴れぬ」が空と思いの両方に掛かる表現習慣に寄り掛かっているせ もあろう 、他方、別の典拠が影を落としていることも見過ごせな 。すなわち文選にある古詩一十九首の第一首に「浮雲蔽白日、游子不顧返（浮雲白 を蔽い、游子返るを顧みず） 」とある。李善注に 浮雲の白日を蔽ふは以て邪佞の忠良 毀すことを
ふ」といい、そして『文子』

























































而今在原失其常処、 則飛則鳴求其類、 天性也。猶兄弟之於急難。 （渠は水鳥なり。而るに今、原に在り の常処を失へ 。則ち飛び

































鶺鴒は水鳥である。大きさは雀ぐらい。尾が長く背中は灰色の毛である。腹部の色は白、頸の下側 黒である。この故に桂陽の人は、鶺鴒 名付けて「連銭」というのだ。この鳥は、水辺を離れて原にいる。そこで 住んでいた場所の水辺の波を恋しく思い、また友を呼ん 鳴くのだとう。
〈歌〉
　


















































泊びて漸く声誉を得たり。前後二集、 並びに世に行わる。 」とある。『文選』に「恨の賦」 、 「別の賦」が載る。 『梁書』十四、 『南史』五九に本伝がある。
○恨賦
　『文選』巻十六に収載。 「古の人の恨


































































江淹の「恨の賦」では次のように言う。草原には人の屍があるという。つる草が人骨にまといつき、墓の側の大木は中に人の魂がこもっているかに見える。人が生まれて結局はこのようになるのだとすれば、天道の是非を論じても意味のないことだ。私は元来 きやすい人間で 心が乱れてやまない。ただ恨みを抱いて死んでし った古人のことを思っている。ま 、土地が肥沃で広くまた、周囲の高さが一定であるのを原ということ 。
〈歌〉
　



































































































































































































































に見えない。 『南斉書』五十五に「雁門解仲恭亦僑居南郡。 （中略）母病経時不差。入山採薬、遇一老父。語之曰、得丁公藤病立癒此藤近在前山際。高樹垂下、便是也。忽然不見。仲恭如其言。得之治病、母即差。至今江陵人猶有識此藤者（雁門の解 、また南郡に僑居す。 （中略）母の病、時を経て
差い
えず。山に入り薬を
採るに、一の老父に遇ふ。これに語りて曰く、丁公藤を得れば病たちまち癒えん。この藤近く前山の際 あり。高樹より垂れ下るは、すなは これなりと 忽然として見えず。仲恭その言のごとくす。これを得て病を すに、母すなはち差
い
ゆ。今に至るも江陵

























取り合わせは屏風絵の図柄としても好まれ、 「春ふかみさきてにほへる藤のはなまつぞちとせ やどりなりける」 （元真集
19「松に
藤かかりたるところ」 ）のような作例が多く残る。松に咲き懸かる藤花が松から長寿を得るとする発想も常套的で、 「 をのみたのみてさける藤の花千年の後 いかがとぞみる」 （貫之集
70）のよ














永陽県に岩屋があった。 （人々はこれを）神農のすみかと言った。その窟の前に不思議な藤があった。 （その藤は）朝は紫、日中は緑、夕方は黄色、暮は青、夜は赤と、五色（に変化するの） である。神農氏は藤を嘗めて良薬となさった。千金藤と名付けた。昔南郡の仲恭の母が、病に伏せっ
ていた。 （仲恭が）山に入って薬を探すと、一人の老翁に遭遇した。その翁が言うことには、この山に高い木がある。その梢に掛かっているものがある。その名 藤と言う。これを手に入れたならお前の母 病はたちどころに癒えるであろうと言って、 （老翁は）かき消すようにいなくなった。仲恭はこれを採 母に与えて、 （母が）嘗めたところ、病は即座に治った。そ 以来今に至 まで、 の郡の人は藤を良薬としている。
〈歌〉
　




























































イラン・小アジア・エジプト等を含むこ もあるが、ここでは『漢書・西域伝』等で取り上げられる新彊省南半のターリム盆地を中心とする地方を指すか。以下の注は、 『太平御覧』巻九九五・百卉部二「藤」項に、 「崔豹古今注曰、酒杯藤出西域。藤大如臂、去実皆可以酌酒。自有文章、映徹可愛。実大如杯、味如荳蒄、香美消























































はきわめて少なく、 「むらさきの色こき藤もわきて猶かすが野といへばあはれとぞ る」 （嘉元百首
614内実）ほか五首が残るに過ぎ
ない。光行歌はこの措辞を用いた初例でもあるが、光行は『蒙求和歌』の「霊運曲笠」においても みか 山松のよこえにいまぞしる色こき藤のしたのこ ろを」 （
17）と用いている。藤の花の
















どである。 （藤の）葉は葛に似ている。花と実とは桐に似ている。 様々の文章があり、 これを盃として作っている。 （その盃は）よい匂いがして、酔いを醒ますのである。昔、張騫は大宛へ赴いて、これを手に入れ（持ち帰ってき）たのである。 （かの）国の人々は、 酒を持って藤の花の下に行き、（藤の）花を摘んで酔いを醒ます。また、野人は藤の花を酒に作る。また、酒があ 竹葉の酒という。
〔歌〕
　







































































































小野篁） 、 「ことごとにかなしかりけりむべしこそ秋の心をうれへといひけれ」 （千載集・秋下
351藤原季通）のように早くから詩句





















































































































































































公明。幼少期から星を観察し、風角占相に精通した。 『三国志』に登場する。以下に録される話は、百詠注 記される内容とほぼ一致する。なお、 『藝文類聚』巻二・天部下・雨には、 「管輅別伝曰、輅過清河太守、時天旱、輅曰、今夕当雨 樹中少女微風、樹間又有陰鳥和鳴、又少男風起 衆鳥乱翔、其応至矣 須臾、風雲興玄気四合、大雨注傾（管輅別伝に曰く 輅、清河太守を過ぐ。時に天旱
ひでり
す。輅曰く、今夕まさに雨ふるべし。樹中に少女の微風あ
















貞歌が、五節 舞姫を見ての詠であるこ から、 「天つかぜ雲井の空をふくからにをとめの袖にやどる月 げ 後鳥羽院御集
193正
治後度百首）のように、舞う際に翻される乙女の袖に注目した作





























管輅が旱魃の折に清河を通過して言うには、今日きっと雨が降るだろう。樹の上に少女の風が吹いていると言った。しばらくして（管輅 ）言った通りに雨が降った。 （易の八卦では）西方を少女に宛てる。西風が吹いて雨が降るゆえである。 （百詠詩は） 萱草の香がこ 雨 前の微風に薫っていると言うのであ 。
〔歌〕
　


















A Commentary on Hyakuei-Waka (3)
　
HU, Zhiang　YAMABE, Kazuki　NAKAMURA, Aya
　
キーワード：源光行、『百詠和歌』、『李嶠百詠』
Key words ：MINAMOTONO Mitsuyuki, Hyakuei-Waka, Rikyo-Hyakuei
